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概 要

本研究は、地方レベルの地球温暖化対策の促進に資することを念頭に、家庭から排出されるＣＯ２の量

を大掛かりな調査をすることなく簡単に推計する方法を検討することを目的とした。１９年度は、電力、

灯油などの各エネルギーの消費実態データから推計する方法、供給実績・販売実績のデータから推計す

る方法を比較して、簡易な推計モデルを試作し、それを用いて鳥取県下の市町村で推計した。

①簡易な推計モデル（推計方法）の試作

上記の目的に沿って最も入手しやすいデータを中心に、簡易な推計方法を検討した。その結果が図－

１のフロー図である。家計調査個表データから推計する方法を用いる場合、2003 年度の推計結果が既

に環境省委託事業として環境自治体会議で実施され公表されているので、これを活用する方法が便利で

ある。

②県下の市町村での家庭からのＣＯ２排出量の排出実態推計

表－１がこの方法を使って２００６年度の鳥取県下の各市町村の家庭からのＣＯ２排出量をエネルギー

別に推計したものである。

表-1 市町村別の CO2 排出量推計結果

図-1 市町村別の家庭からの CO2 排出量推計フロー図

【来場者へのメッセージ】

鳥取県でも地球温暖化対策は重要な課題のひとつと思われます。本研究の成果が、施策推進の一助にな

ればと考えています。
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【家計調査個票データ】

・都道府県別、世帯人員別、戸建･集合別の

電力、都市ガス、ＬＰＧ、灯油の使用量

○電力会社より、当該市町村の

従量電灯Ａ・Ｂ・Ｃの需要実績

が入手できる場合は、これを使

用する。

○「ガス事業統計年報」より、

当該市町村の販売実績が把

握できればこれを使用する。

【国勢調査】

・市町村別の世帯

【住宅・土地統計調査】

・市町村別の戸建、集合

別の構成比

○市町村別の電力、都市ガス、ＬＰＧ、灯油の消費量

○CO2 排出係数

・電力：0.60 KgCO2/KWh 
・都市ガス：0.0513 KgCO2/MJ
・ＬＰＧ：0.0586 KgCO2/MJ 
・灯油：0.0685 KgCO2/MJ 

【地球温暖化対策地域推進計画策

定ガイドライン：環境省】

○市町村別の電力、都市ガス、ＬＰＧ、灯油別のＣＯ２排出量


